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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨
本論文は、心理療法における変容メカニズムの一つとされる修正感情体験を３つの異なる分析法を用いて検討した。
まず、修正感情体験が起こった6つの面接場面を集めて、課題分析法を用いて、クライエント変容のステップとセラピストの介入
を明らかにした。その結果、クライエントは、過去の傷つきとかかわる感情を体験したあと、セラピストとの治療関係を対比し、そ
こで感じるポジティブ感情を共有することでさらに対人関係についての見方が変容されることを見いだした。また、セラピストは
感情体験を促進する介入と二人の治療関係に起こりつつある感情体験を扱う即時性介入を頻用していることが分かった。
　次に修正感情体験の尺度の開発に着手している。修正感情体験の尺度は、面接直後にクライエントによって評定される。11
人のクライエントから集められた165回の面接のデータを元に妥当性および信頼性を行った。作業同盟、面接評価、面接中に
体験した感情などの尺度との関連をマルチレベル分析を用いて検討した結果、４因子、22項目からなる尺度が完成した。適切
な信頼性が確保された。
　第３に修正感情体験が重要な役割をもった一事例の系統的事例研究を行った。全64回の面接において臨床的に有意な変
化を遂げたクライエントの事前事後の効果の尺度、毎回の面接終了後に集めたプロセス情報、クライエントがセラピストに送っ
たメールの内容を分析し、修正感情体験の分類を試みた。メールの質的分析から、修正感情体験がクライエントの生活におい
てどのような変容と関わっているのか検討した。
　これらの研究から修正感情体験という臨床的概念に実証的な検討を与え、面接中に起こる変化が面接外の変化へと一般化
されるメカニズムにも言及している。様々な方法を組み合わせ、修正感情体験という現象を多角的に検討することによって、国
内外でも極めて意義のある研究として高く評価できる。第１論文は、Clinical Psychology and Psychotherapy, 第２論文は、「臨
床心理学」に掲載済みである。第３論文はPsychotherapyに修正採択され、現在審査中である。
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